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計画見直しの経緯計画見直しの経緯

・・ 平成１６年度平成１６年度 県立中央図書館の建設県立中央図書館の建設の見直しの見直し

千葉県土木部・都市部所管国庫補助事業評価監視委員会千葉県土木部・都市部所管国庫補助事業評価監視委員会

・・ 平成１７年度平成１７年度 八千代市との合同検討会議八千代市との合同検討会議

～平成１８年度～平成１８年度 ⇒⇒ 『『新たな公園計画を策定すること新たな公園計画を策定すること』』で合意で合意

・・ 平成１９年度平成１９年度 基本計画見直し基本計画見直し ・・ パブリックコメント実施パブリックコメント実施

・・ 平成２０年度平成２０年度 基本設計見直し基本設計見直し ・・ ワークショップ実施ワークショップ実施

事業認可変更事業認可変更



計画見直しの方針計画見直しの方針

１１ 斜面緑地や川沿いの空間の広がり等、斜面緑地や川沿いの空間の広がり等、既存の既存の景観や自然景観や自然
環境を活用する環境を活用する

２２ 計画への県民意見の反映や県民参加による公園づくりを行計画への県民意見の反映や県民参加による公園づくりを行
うう

３３ 事業費の縮減と早期利用のため、整備内容を施設整備型か事業費の縮減と早期利用のため、整備内容を施設整備型か
ら自然活用型へ転換するら自然活用型へ転換する



基本設計修正図

【見直し前】

【見直し後】

～施設整備型～

～自然活用型～



新川の水辺と遊歩道新川の水辺と遊歩道 ・・ 斜面緑地斜面緑地



遊歩道遊歩道



計画見直しの概要計画見直しの概要

※※１１ 施設施設費は、用地事務費、測量・試験費、工事費、工事事務費による費は、用地事務費、測量・試験費、工事費、工事事務費による
※※２２ 見直し前の見直し前の施設施設費には費には、、図書館建設費図書館建設費２１０億２１０億円も含む円も含む

１３５億円１３５億円

３３４４億円億円

１０１億円１０１億円

平成平成７７年年〜〜３０３０年年

見直し見直し後後見直し前見直し前

事業期間事業期間 平成平成７７年年〜〜２０２０年年

事事
業業
費費

用地費用地費 １１１億円１１１億円

施設施設費費
※※１１

３７４億円３７４億円
※※２２

総事業費総事業費 ４８５億円４８５億円

３５０億円の縮減３５０億円の縮減



整備計画整備計画
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費用対効果分析費用対効果分析についてについて

◎前回との変更点◎前回との変更点
『『大規模公園費用対効果分析手法マニュアル大規模公園費用対効果分析手法マニュアル』』がが
改訂改訂された。された。

※※平成１６年２月、平成１９年６月平成１６年２月、平成１９年６月

費用（費用（CC）および便益（）および便益（BB））の算出の算出方法方法が大きく変化が大きく変化

便益便益((BB) ) ：： 直接利用価値直接利用価値 旅行費旅行費用法用法の計測の計測モデルがモデルが変更変更
間接利用価値間接利用価値 代替法代替法 →→ 効用関数法効用関数法



費用対効果費用対効果の算出の算出
費用及び便益算出の諸元費用及び便益算出の諸元

割割 引引 率率 ：： ４％４％
基基 準準 年年 ：： 平成２１年度平成２１年度
プロジェクトライフプロジェクトライフ ：： 部分部分供用後５０年間供用後５０年間

単年度単年度便益の算出便益の算出
・直接利用価値・直接利用価値
・間接利用価値・間接利用価値

単年度費用単年度費用の算出の算出
・用地費・用地費
・施設費・施設費
・維持管理費・維持管理費

総総便益の便益の現在価値現在価値
（（BB））

総費用総費用のの現在価値現在価値
（（CC））

費用対効果分析費用対効果分析 （（BB／／CC））



費用対効果分析における費用対効果分析における便益便益

１１ 直接利用価値直接利用価値 （旅行費用法）（旅行費用法）

●●県民が直接的に公園を利用することによって生じる価値県民が直接的に公園を利用することによって生じる価値

２２ 間接利用価値間接利用価値 （効用関数法）（効用関数法）

●●県民が間接的に公園を利用することによって生じる価値県民が間接的に公園を利用することによって生じる価値

・都市環境の維持・改善・都市環境の維持・改善

・景観の向上・景観の向上

・都市防災・都市防災 防災価値防災価値

環境価値環境価値

便益（便益（B)B) ＝＝ 直接利用価値直接利用価値 ＋＋ 間接利用価値間接利用価値



費用便益比分析結果費用便益比分析結果

費用（現在価値）費用（現在価値） 便益（現在価値）便益（現在価値）

用地費用地費 １２５億１２５億円円 直接利用直接利用 ２８９２８９億億円円

施設費施設費 ２９億２９億円円 間接利用間接利用 環境環境 １１１１３３億億円円

維持管理費維持管理費 ９億９億円円 防災防災 １４１４７７億億円円

合計（合計（CC）） １６３億１６３億円円 合計（合計（BB）） ５４５４９億９億円円

BB／／CC ＝＝
５４９億５４９億円円

１６３億１６３億円円
＝＝ ３．３８３．３８



対応方針（案）対応方針（案）

１１ 社会経済状況や県民ニーズ等を考慮し社会経済状況や県民ニーズ等を考慮して、計画を見直した。て、計画を見直した。

２２ 急速な都市化に伴い周辺の人口が増大し、公園の必要性が求められている急速な都市化に伴い周辺の人口が増大し、公園の必要性が求められている。。

３３ 周辺が市街化する中で、貴重なオープンスペースとなる。周辺が市街化する中で、貴重なオープンスペースとなる。

４４ 希少で魅力ある自然が残されており、これらを保全していくことが必要である。希少で魅力ある自然が残されており、これらを保全していくことが必要である。

５５ 多様なレクリエーションニーズに対応する場としての必要性が高い。多様なレクリエーションニーズに対応する場としての必要性が高い。

６６ 「千葉県広域緑地計画」において、水と緑の軸を保全する広域公園として、また、八「千葉県広域緑地計画」において、水と緑の軸を保全する広域公園として、また、八
千代市の「緑の基本計画」において、緑の骨格上の広域レクリエーション拠点として千代市の「緑の基本計画」において、緑の骨格上の広域レクリエーション拠点として
位置づけられている。位置づけられている。

整備の必要性は高い整備の必要性は高い

継継 続続
【【理由理由】】


